
【

報

告

】

―
垂
水
高
等
学
校
・
史
蹟
め
ぐ
り
―

二
〇
一
八
年
十
二
月
七
日
（
金
）
、
垂
水
高
等
学
校
の
全
校
生
徒
１
３

６
名
の
参
加
に
よ

【
武
道
館
で
出
発
前
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

る
「
史
蹟
め
ぐ
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
史
蹟
め
ぐ

り
の
コ
ー
ス
は
３
つ
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
水
之

上
方
面
の
史
跡
や
文
化

財
な
ど
を
訪
れ
、
生
徒
た

ち
は
約
１
８
㎞
を
踏
破

し
ま
し
た
。
当
日
は
曇
り

が
ち
で
、
多
少
風
も
あ
り

ま
し
た
が
生
徒
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト

で
、
コ
ー
ス
に
あ
る
史
跡

や
文
化
財
に
つ
い
て
興

味
深
く
説
明
に
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

【
コ
ー
ス
は
学
校
→
肝
付

素
方
句
碑
→
牧
の
薬
師
如

来
像
→
水
之
上
地
区
公
民
館
（
お
ん
だ
ん
こ
ら
）
→
勝
軍
地
蔵
→
水
分
神
社

→
手
貫
神
社
（
昼
食
）
→
孝
子
市
太
郎
の
墓
→
垂
水
島
津
家
墓
地
→
学
校
】

【
手
貫
神
社
で
の
説
明
】

地
元
に
残
る
歴
史
や
文

化
財
に
触
れ
な
が
ら
一
日

が
か
り
で
歩
く
「
史
蹟
め
ぐ

り
」
は
、
長
年
垂
水
高
等
学

校
が
取
り
組
ん
で
い
る
ふ

る
さ
と
学
習
で
、
今
後
も
続

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

垂
水
史
談
会
か
ら
は
瀬

角
龍
平
と
神
柱
利
雄
が
参

加
・
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

【
「
肝
付
素
方
」
句
碑
前
に
て
】

【

お
知
ら
せ

】

毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
六
時
か
ら
、
垂
水
市
立
図
書
館
（
４
月
か
ら

は
垂
水
市
民
館
）
で
垂
水
の
郷
土
史
や
文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
、
定
例

の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
垂
水
市
史
』
の
読
み
合
わ
せ
が
基
本
で
す
が
、
資
料
を
持
ち
寄
っ

て
の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
残
る
文
化
財
や
史
跡
め

ぐ
り
な
ど
、
現
地
研
修
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
垂
水
の
歴
史
や
文
化
財
な
ど
に
興
味
の
あ
る
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

―

西
南
戦
争
百
四
十
年
の
展
示
会
―

―
平
成
三
十
年
十
一
月
五
日
～
十
八
日
〈
市
民
館
一
階
ロ
ビ
ー
〉
―

明
治
六
年
の
政
変
（
１
８
７
３
）
に
よ
っ
て
明
治
政
府
を
追
わ
れ
、

下
野
し
た
西
郷
隆
盛
は
故
郷
・
鹿
児
島
に
帰
り
、
士
族
の
青
年
た
ち
の

教
育
機
関
・
私
学
校
（
県
内
各
地
に
も
分
校
）
を
作
り
ま
し
た
。

一
方
、
西
郷
は
県
内
各
地
で
狩
猟
や
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
温
泉
地

を
巡
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
新
城
の
上
田
家
（
大
都
）
に
は
よ

く
訪
れ
て
お
り
、
新
城
地
区
で
は
西
郷
の
人
と
な
り
を
偲
ば
せ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
『
西
郷
ど
ん
と
新
城
』
昭
和
５
２

年
発
行
）

そ
の
後
、
明
治
十
年
に
鹿
児
島
に
勃
発
し
た
西
南
戦
争
に
対
し
て
、

旧
薩
摩
藩
の
士
族
た
ち
は
西
郷
軍
の
東
上
に
呼
応
し
、
県
内
各
郷
か
ら

参
加
、
従
軍
し
ま
し
た
。
垂
水
郷
か
ら
も
四
五
〇
名
（
う
ち
戦
死
者
八

五
名
）
、
新
城
郷
か
ら
百
九
名
（
同
二
四
名
）
、
牛
根
郷
か
ら
五
十
一
名

（
同
四
名
）
が
出
軍
し
ま
し
た
。

垂
水
史
談
会
で
は
西
郷
隆
盛
と
垂
水
と
の
深
い
関
係
か
ら
、
市
民
館

一
階
の
ロ
ビ
ー
で
西

南
戦
争
一
四
〇
年
の

年
に
当
た
っ
て
、
十
四

日
間
に
わ
た
り
展
示

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
会
場
に
は
平

成
三
十
年
三
月
に
、
新

城
の
Ｔ
家
の
蔵
か
ら

見
つ
か
っ
た
西
郷
隆

盛
の
書
（
写
真
）
も
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

【

研
究
ノ
ー
ト

】

市
太
郎
墓
碑
銘

―
垂
水
新
御
堂
、
龍
福
院
址
―
③

【
読
み
下
し
】・
・
（

）
書
き
は
変
体
仮
名
の
読
み

（
背
面
）

（
こ
）

古
（
と
）

登
し
七
回
の
忌
に
當
り
し

（
か
）

可
ハ
公
又
龍
福
院
の
内
な
る
市
太
郎

（
が
）

可
墓
に

（
し
）

志
る
し

（
の
）

能
石

（
を
）

越
た
て建

さ
セ

そ

う僧
ど
も共

に
お
お仰

セ
て

ね
ん
ご
ろ

懇
（
に
）

尓
つ
い
ぜ
ん

追
善

（
の
）

能
く

よ

う

供
養

（
を
）

越
な
さ
し
む
。

（
お於
ほ

）保
ん

め
ぐ
み恵

の

程
い

（
は
）

者
ん

（
か
）
（
た
）

可
多

（
な
）

那
し

す
な
は
ち

則
そ
の其
い

し石
（
に
）

尓
こ
と事
（
の
）

乃
よ
し
を

（
え
）
（
り
）

衣
里

つ
け付

て
（
か
）

可
の
孝
感
を

あ
ま
ね遍

（
右
面
）



く
ゆ

う邑
ち
ゅ
う

中
の
人

（
に
）

尓
（
も
）

毛
し志

ら
せ
遠
く
政
教
を

た
す助
（
け
）

介
ん
と
お
も
ほ
し

た
ま給

ふ
（
や
）

屋
（
つ
）
（
か
）
（
れ
）

川
可
連

そ
の其
お
お仰

セ
こ
と

（
を
）

越
う
け
た
ま
は
り

承

か

く斯
な
ん

か

き書
（
し
）
（
る
）

志
流
し
て
石

（
に
）

耳
き

（
さ
）

佐
ま

し志
（
む
）

無
る

と
こ
ろ
な
り

所
也

（
さ
）

佐
（
れ
）

連
（
ば
）

ハ
童
子

（
の
）

能
れ
い
め
い

令
名

な
が
く
く
ち

長
朽

（
ず
）

春
し

（
て
）

帝
公

（
の
）

能
仁
徳

よ世
よ〱

（
に
）

尓
あ
お仰

ぐく（
べ
）

遍
き

（
も
）

毛
（
の
）

能
（
な
）
（
ら
）

南
良

（
む
）

无

あ
（
は
）

者
れ
い

（
か
）

可
（
に
）

尓
こ
け苔
（
の
）

能
し
た下

に
も

あ阿
ふ

ぐく（
ら
）

良
む

（
か
）

閑
（ゝ
る
）

留
は
ふ

（
か
）

可
き

つ
ゆ露

の
め

（
ぐ
）

具
ミ（

を
）

越

天
保
十
年
己
亥
八
月

伊
集
院
兼
愷

し
る
す誌

【注
】

龍
福
院
・
・
・
・
垂
水
新
御
堂
に
あ
っ
た
垂
水
島
津
家
菩
提
寺
、
心
翁
寺
（
曹
洞
宗
）

の
支
院

公
・
・
・
・
・
・
・
・
垂
水
領
主
十
三
代
・
島
津
貴
典
（
一
八
一
〇
～
一
八
六
四
）

天
保
十
年
・
・
一
八
三
九
年

【口
語
訳
】

今
年
は
（
市
太
郎
の
）
七
回
忌
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
、
（
貴
典
）
公
は
又
、

り
ゅ
う

龍
ふ

く
い

ん

福
院
の
境
内
に
あ
る
市
太
郎
の
墓
に
標
の
石
を

た建
て
さ
せ
、
僧
侶
た
ち
に
仰
せ

付け
て
、
心
を
込
め
て
追
善
供
養
を
行
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
貴
典
公
の
領
民
に
対
す

る
御
慈
し
み
の
様
子
は
た
と
え
よ
う
も
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
石
に
出
来
事
の
様
子

を
彫
り
付
け
て
、
市
太
郎
の
事
績
に
対
す
る
孝
感
の
心
を
広
く
垂
水
領
内
の

人
々
に
も
知
ら
せ
、
ひ
い
て
は
政
教
の
助
け
に
し
よ
う
と
お
思
い
な
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
私
（
兼
愷
）
は
（
貴
典
）
公
の
命
を
お
受
け
し
て
、
こ
の
よ
う
に

か

き書
き

し
る記

し
て
石

に
刻
ま
せ
た
所
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
童
子
（
市
太
郎
）
の
名
声
は
き
っ
と
長
く
朽

ち
る
こ
と
な
く
、
ま
た
貴
典
公
の
仁
徳
の
御
心
は

よ世
よ々

代
々
に

あ
お仰

ぎ
見
ら
れ
る

に
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
和
歌
）

あ
あ
、
（
市
太
郎
は
）
死
ん
で
し
ま
っ
て
墓
の
下
に
あ
っ
て
も
（
霊
は
貴
典
公
の
人

徳
の
御
心
を
）
仰
ぎ
見
る
で
あ
ろ
う
、
こ
の
よ
う
に
深
い
（
貴
典
公
の
）つ

ゆ露
の
よ
う
な

御
恵
み
を

天
保
十
年
己
亥
八
月

伊
集
院
兼
愷

し
る誌

す
。

（
転
記
・
口
語
訳
等
・
・
鹿
児
島
史
料
講
読
会
：
上
園
正
人
、
瀬
角
龍
平
）

【
変
体
仮
名
な
し
の
古
文
表
記
・
・
文
章
の
み

】
―
参
考
―

市
太
郎
は
新
御
堂
村
な
る
市
佐
衛
門
が
子
に
し
て
幼
き
よ
り
よ
く
順

ふ
な
り
。
萬
の
事
共
、
常
に
父
母
の
教
へ
に
背
か
ず
、
父
母
も
行
末
い

と
ど
頼
み
深
う
愛
し
育
む
。

天
保
四
の
年
に
齢
窃
か
に
六
歳
に
成
り
ぬ
る
秋
の
比
、
市
左
衛
門
、

瘧
の
病
に
煩
へ
る
事
有
り
。
一
日
熱
お
も
く
、
渇
き
の
甚
し
き
に
耐
へ

兼
ね
、
水
を
の
み
て
其
の
苦
し
み
を
休
め
ん
が
為
め
、
市
太
郎
を
し
て

傍
の
井
の
水
を
汲
ま
し
む
。
市
太
郎
、
急
ぎ
其
の
旨
に
従
ひ
し
が
、
誤

り
て
井
中
に
落
い
り
、
忽
ち
溺
れ
て
果
敢
な
く
な
れ
り
。
父
の
腸
を
さ

く
悲
し
み
、
何
に
か
譬
へ
ん
。
其
の
詳
ら
か
な
る
は
、
人
皆
知
れ
る
所

な
め
り
。

余
、
よ
そ
な
が
ら
聞
く
に
忍
び
ず
。
終
に
拙
な
き
詞
も
て
、
稚
き
者

の
父
の
為
に
身
を
捨
て
た
る
事
の
様
、
片
は
し
書
き
述
べ
し
に
、
わ
が

公
、
見
そ
な
は
し
給
ひ
、
下
を
情
れ
む
御
心
の
餘
り
に
忝
く
も
、
詩
を

作
り
て
是
を
悼
ま
せ
賜
ふ
。
其
の
比
、
或
は
和
歌
を
詠
じ
、
或
ハ
詩
を

作
る
の
輩
い
と
少
な
か
ら
ず
。
是
れ
、
自
づ
か
ら
童
子
孝
道
の
至
誠
、

人
の
心
を
感
動
せ
し
む
る
に
あ
ら
ず
や
。
余
、
是
れ
を
集
め
て
一
巻
を

な
し
、
名
付
け
て
孝
感
餘
編
と
云
ふ
。
府
城
の
教
授
、
市
來
先
生
を
初

め
、
誰
彼
の
序
跋
の
文
な
ど
数
ゝ
有
り
。

今
年
、
七
回
の
忌
に
當
り
し
か
ば
、
公
、
又
龍
福
院
の
内
な
る
市
太

郎
が
墓
に
標
の
石
を
建
て
さ
せ
、
僧
共
に
仰
せ
て
懇
に
追
善
の
供
養
を

な
さ
し
む
。
御
ん
恵
の
程
、
言
は
ん
方
な
し
。
則
ち
其
の
石
に
事
の
由

を
彫
り
付
け
て
、
か
の
孝
感
を
遍
く
邑
中
の
人
に
も
知
ら
せ
、
遠
く
政

教
を
助
け
ん
と
思
ほ
し
給
ふ
。
や
つ
が
れ
其
の
仰
せ
ご
と
を
承
り
、
斯

な
ん
書
き
記
し
て
石
に
刻
ま
し
む
る
所
な
り
。
さ
れ
ば
、
童
子
の
令
名

長
く
朽
ち
ず
し
て
、
公
の
仁
徳
世
々
に
仰
ぐ
べ
き
も
の
な
ら
む
。

あ
は
れ
い
か
に
苔
の
下
に
も
仰
ぐ
ら
む
か
か
る
は
深
き
露
の
恵
み
を

天
保
十
年
己
亥
八
月

伊
集
院
兼
愷
誌
す
。

―
（
こ
の
稿
終
わ
り
）―

―
た
る
み
ず
春
秋
―

卒
業
子
教
師
囲
み
て
談
笑
す

山
ヶ
城

實
行

花
冷
え
の
あ
る
当
番
の
土
曜
日
、
職
員
室
の
ス
ト
ー
ブ
の
前
で
く
つ
ろ
い

で
い
る
と
「
先
生
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」
と
、
先
日
卒
業
し
た
三
人
が
や
っ

て
来
た
。

「
お
お
、
君
た
ち
か
、
ま
、
は
い
り
な
さ
い
。
」
「
先
生
、
色
々
と
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
」
「
健
一
君
は
工
業
高
校
、
久
美
ち
ゃ
ん
は
女
子
高
に
受
か
っ
た

っ
て
ね
、
お
め
で
と
う
。
」
「
そ
れ
か
ら
・
・
修
二
く
ん
は
。
」
「
俺
は
親
父
の
水
道

会
社
で
水
商
売
で
す
よ
。
」
「
そ
う
か
、
み
ん
な
し
っ
か
り
や
り
な
さ
い
。
」

「
先
生
、
そ
こ
の
店
で
回
転
焼
を
買
っ
て
き
ま
し
た
、
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ

う
。
」
「
あ
り
が
と
う
。
じ
ゃ
、
み
ん
な
そ
こ
に
座
っ
て
。
」
と
私
は
三
人
に
折
り
畳

み
椅
子
を
持
っ
て
き
て
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
に
ス
ト
ー
ブ
の
薬
缶
の
お

湯
を
注
い
だ
。

（
文
章
：
瀬
角
龍
平
）


